
平成 27 年度 地域の宝分科会のまとめ 

 

○検討テーマ 

  「上杉謙信公旗揚げの地」磨き上げ事業について 

 

○検討の目的 

昨年度に、栃尾地域委員会で選定した地域の宝「上杉謙信公旗揚げの地」に

ついて、地域の「子ども達への伝承」と地域の「自信」と「誇り」につなげる

ためには、平成２８年度以降どのように事業展開を図れば良いか年度計画を策

定する。 

 

○分科会の開催状況 

  ７月から１２月まで 計６回実施（視察と合同分科会を含む） 

  ※ 栃尾謙信公奉賛会の２名を加えて上杉謙信公旗揚げの地磨き上げ事業実

行委員会とし兼ねて分科会を開催した。 

 

○分科会（上杉謙信公旗揚げの地磨き上げ事業実行委員会）の内容 

１ 実行委員会研修会の実施（10/19 上越市視察、11/5 栃尾城跡（城山）） 

 今年度の事業、上越市春日山等の視察と栃尾城跡を比較して今後の事業

計画の参考となるように視察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２ 平成２７年度事業について 

 各団体の磨き上げ事業の概要は次のとおり 

【栃尾謙信公奉賛会】 

(1) 子ども用武者鎧４体を整備。9/20 に行われた謙信公祭の子ども

武者行列で中学生が着用 
(2) 鉄砲隊の派遣交流（9/23 福島県会津若松市、10/18 大阪府堺

市、10/24 群馬県みなかみ市） 

視察しての意見 
・ 春日山は、太い杉の木を切り倒して、景観が良くなっている。比べて城山は杉

の木が大きくなって、下からも、上からも見えなくなってきている。 
・ 城山本丸の一部が崩れかかっているところがある。 
・ 城山の馬場や空堀などの史跡が杉や雑草でわかりにくくなっている。 
・ 千人溜まりの桜の剪定や下草刈りをして、散策しやすくする必要がある。 
・ 上越は縁の場所の整備や、歴史を伝承とするための催しがされている。栃尾で

も縁の品や歴史を伝えるパネルなどを美術館に展示したりすることができない

か。 



 

【栃尾観光ボランティアガイドクラブ】 

(1) 小中学生史跡巡りの実施（11/21 上越市へ） 
(2) ボランティアガイド研修会の開催（10/6 上越市、3/7 長岡市内

及び弥彦村） 
(3) ガイド用資料の作成（ガイド用写真パネルなど） 

 
３ 平成２８年度事業計画について 

(1) 実行委員会事業 
・千人溜り周辺の整備（下草刈り等を市民と一緒に行う。） 

(2) 栃尾観光ボランティアガイドクラブ事業 
・市民向け歴史学習会（新規） 
・小中学生史跡巡り（継続） 
・ガイドクラブ研修及び資料作成（継続） 

(3) 栃尾謙信公奉賛会 
・義の元服式（新規） 
・子ども用武者鎧作成（継続） 
・鉄砲隊派遣交流（継続） 

(4) 市事業 
・城山周辺の樹木伐採 

 
 
 
 
 
 
 
 
    ※ 詳細は別添資料参照 

計画作成についての意見 
・ 学校と協力した事業展開ができるとよい。 
・ 城山へ多くの方から上ってもらうために景観を良くしていきたい。 
・ 瑞麟寺跡地を有効利用する。 
・ 城山周辺整備には専門家に意見を聞きながら行う。 
・ 城山周辺の整備には、市民の協力をいただいて行うことが重要。 
・ 地域外からの来訪者が増えるように PR が必要。 


